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１２
月

１４
日
、
佐
賀
小
学
校
で
「
１

日
先
生
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が

先
生
と
な
っ
て
学
年
ご
と
に
授
業

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
来
年
卒
業
を
迎
え
る
６
年
生
の

授
業
で
は
、
町
内
で
和
紙
作
り
を

行
う
中
嶋
久
実
子
さ
ん
（
和
紙
ハ

レ
ハ
レ
本
舗
）
を
講
師
に
迎
え
た

卒
業
証
書
の
制
作
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
作
業
前
に
中
嶋
さ
ん
か
ら
「
君

た
ち
の
住
ん
で
い
る
佐
賀
（
拳
ノ

川
）
で
は
、
明
治
時
代
に
は
楮
の

栽
培
が
盛
ん
で
、
そ
の
品
質
は
全

国
で
も
１
番
の
評
価
を
も
ら
っ
て

い
た
ん
よ
」
と
い
う
説
明
に
「
え

〜
！
」「
そ
う
な
が
や
ぁ
」
と
子

ど
も
た
ち
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
か
つ
て
佐
賀
地
域
で

行
わ
れ
て
い
た
紙
漉
き
の
卒
業
証

書
づ
く
り
が
、

２０
年
振
り
に
復
活

し
、
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て
和
紙

の
卒
業
証
書
制
作
を
す
る
と
い
う

記
念
の
日
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
和
紙
の
原
料
と
な

る
楮
の
皮
を
は
ぎ
、
白
皮
に
す
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
楮
は
事
前
に
蒸
さ
れ
て
、
柔
ら

か
く
皮
が
は
ぎ
易
く
は
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
作
業
。
中
嶋
さ
ん

に
教
わ
り
な
が
ら
、
恐
る
恐
る
、

破
れ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
作
業
し

ま
し
た
。
２
時
間
か
け
て
、
約

７０

キ
ロ
の
楮
の
皮
を
は
ぎ
終
え
ま
し

た
。
次
回
１
月
中
に
は
、
中
嶋
さ

ん
の
作
業
場
（
口
湊
川
）
で
紙
漉

き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
１１
月

３０
日
、
南
郷
小
学
校
で
収

穫
祭
と
三
世
代
ふ
れ
あ
い
参
観
日

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
郷
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
地

域
の
方
に
協
力
を
得
て
、
各
学
年

で
農
作
物
の
生
産
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
ダ
イ
コ

ン（
１
年
生
）や
サ
ツ
マ
イ
モ（
２

年
生
）、
シ
シ
ト
ウ（
３
年
生
）や

ニ
ガ
ウ
リ（
４
年
生
）
、
お
米（
５
・

６
年
生
）を
そ
れ
ぞ
れ
育
て
収
穫

し
ま
し
た
。

　
収
穫
祭
で
は
、
５
年
生
が
中
心

と
な
っ
て
作
っ
た
お
米
の
販
売
収

益
で
材
料
を
購
入
し
、
保
護
者
や

地
域
の
方
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お

餅
や
ち
ら
し
寿
司
や
豚
汁
を
作
り
、

み
ん
な
で
会
食
を
し
て
収
穫
を
祝

い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
鞭
地
区
の
「
南

郷
の
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と
浮
津

地
区
の
「
南
郷
の
子
ど
も
を
育
て

る
会
」
が
中
心
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
に
竹
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
い
っ
し
ょ
に
作

り
、
遊
び
を
教
え
て
交
流
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
南
郷
の
子
ど
も
見
守
り
隊
の
代

表
で
あ
る
出
島
重
幸
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
、
交

通
の
安
全
を
確
保
し
た
い
と
い
う

思
い
で
通
学
路
の
街
頭
見
守
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
身

近
な
大
人
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
に
、

今
後
も
活
動
を
広
げ
、
続
け
て
い

き
た
い
と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
１１
月

２２
日
、
入
野
海
岸
（
宮
川

公
園
前
）
で
「
地
引
き
網
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
黒
潮
町
の
地
域
資
源

を
生
か
す
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
昔
行
わ
れ
て
い
た
沿
岸
で

の
地
引
き
網
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

黒
潮
町
観
光
地
引
き
網
伝
承
会
と

高
知
県
漁
協
入
野
支
所
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は

暖
か
い
気
候
の
中
、
約

６０
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
沿
岸
か
ら
ふ
た

手
に
分
か
れ
て
網
を
引
き
揚
げ
ま

し
た
。
　

　
寒
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
イ
ワ

シ
が
獲
れ
ま
し
た
。
近
く
、
入
野

の
浜
で
観
光
客
や
地
元
の
子
ど
も

た
ち
の
地
引
き
網
を
引
く
光
景
が

見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
佐
賀
小
学
校
が
和
紙
の

卒
業
証
書
を
制
作
中

南
郷
小
学
校

収
穫
祭
・
三
世
代
ふ
れ
あ
い
参
観
日

　
１１
月
１
日
、「
の
じ
ぎ
く
の
会
」

（
下
谷
満
会
長
）
と
「
な
ぶ
ら
」（
長

嶋
千
代
美
会
長
）
が
、
合
同
で
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
国
道

５６
号
沿
い
の

環
境
美
化
を
進
め
る
た
め
、
花
壇

の
清
掃
や
野
路
菊
の
植
え
付
け
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
い

た
だ
い
た
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
の

苗
６
０
０
株
を
植
え
ま
し
た
。
ま

た
、
開
花
を
間
近
に
ひ
か
え
た
野

路
菊
の
下
草
を
て
い
ね
い
に
刈
り

ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農
林
水
産

統
計
業
務
に
永
年
協
力
を
さ
れ
た

方
に
感
謝
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　
１０
月

２０
日
、
高
知
地
方
合
同
庁

舎
（
高
知
市
）
で
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
町
内

の
吉
井
裕
人
さ
ん
が
、
農
業
経
営

統
計
調
査
農
家
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
、
毎
日
の
現
金
収
支
、
現

物
の
受
け
払
い
お
よ
び
消
費
、
農

畜
産
物
の
生
産
に
必
要
な
経
費
、

労
働
時
間
な
ど
を
詳
細
に
記
帳
し
、

統
計
情
報
業
務
の
推
進
に
多
大
な

貢
献
と
日
頃
の
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
永
年
協
力
者
の
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

横
浜
地
区

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
照
明
を
設
置

　
横
浜
地
区
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
広

場
（
町
民
館
前
）
で
、
横
浜
解
放

ま
つ
り
や
盆
踊
り
大
会
な
ど
の
行

事
が
年
間
を
通
じ
て
多
数
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

を
更
に
有
効
に
利
用
し

て
い
け
る
よ
う
に
、照

明
設
備（
４
基
）の
設
置

を
行
い
ま
し
た
。

鞭
地
区

伝
統
芸
能
備
品
な
ど
を
購
入

　
鞭
地
区
で
は
、
こ
こ
数
十
年
途

絶
え
て
い
た
鎌
と
包
丁
を
持
っ
て

踊
る
「
花
踊
り
」
を
復
活
さ
せ
、

大
事
な
伝
統
文
化
を
守
り
世
代
に

伝
え
て
い
こ
う
と
、
地
元
の
青
年

部
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
し
い
衣
装
や
道
具

を
身
に
つ
け
、
盛
大
な
秋
祭
り
が

取
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

入
野
で
観
光
地
引
き
網
イ
ベ
ン
ト

楮から和紙になるまでの作業工程と皮の剥ぎ
方の説明を受ける子どもたち。
「難しそう、できるろうか…」

楮の皮をはいだら表面の茶色い皮を専用
の道具を使って削ぎます。簡単なようで、
なかなか手間のかかる作業。頑張って！

今年は保護者の方にいただいたもち米で、
お餅つきも楽しめました

ペタンク びっちょゴマ

手作りお箸 竹うま

ペタンク びっちょゴマ

手作りお箸 竹うま

こ
う
ぞ

か
み

す
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１１
月
２４
日
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
大
方
地
区
体
育
館
で
第
３
回

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
・
黒
潮
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
屋
外
競
技
は

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
約
１
２
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

体
育
館
内
で
、
子
ど
も
も
大
人
も

い
っ
し
ょ
に
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
「
第
３
回
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
・

黒
潮
」
開
催

第
３
回
小
学
生
俳
句
大
会

入
賞
作
品
の
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
結
果（
陸
上
）

第
20
回
幡
多
地
区
小
学
生
大
会

兼
第
２
回
幡
多
地
区
記
録
会

（
11
月
２
日
・
宿
毛
市
）

第
一
席
　
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
　

秋
風
の
中
　

再
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
小
学
校
４
年
　
井
上
　
聖
也

第
二
席
　
イ
ナ
ズ
マ
が
　

空
の
大
地
を
　

か
け
ぬ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
田
小
学
校
４
年
　
相
牟
田
と
わ

第
三
席
　
は
っ
ぱ
と
み
　

ひ
ろ
っ
て
つ
く
っ
た
　

お
に
ん
ぎ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
郷
小
学
校
１
年
　
ま
つ
い
ゆ
う
り

　
　
　
　
秋
風
が
　

タ
イ
ム
を
上
げ
る
　

百
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
ノ
口
小
学
校
６
年
　
徳
広
 

裕
哉

入
 

賞

秋
の
い
か
　

生
ま
れ
た
ば
か
り
　

小
さ
い
よ

　
　
　
 

　
　
　
　
 

伊
田
小
学
校
６
年
　
沖
　
　
宗
矢

風
ふ
い
て
　

栗
が
こ
ろ
こ
ろ
　

坂
道
を

　
　
　
 

　
　
　
 

田
ノ
口
小
学
校
６
年
　
坂
本
　
舞
香

赤
と
ん
ぼ
　

い
っ
し
ょ
に
帰
ろ
う
　

家
路
ま
で

　
　
　
 

　
　
　
 

　
伊
田
小
学
校
６
年
　
宮
地
　
由
季

さ
ん
ま
や
き
　

に
お
い
つ
ら
れ
て
　

ね
こ
ね
ら
う

　
　
　
 

　
　
　
 

　
入
野
小
学
校
６
年
　
板
山
　
大
樹

コ
ス
モ
ス
よ
　

風
に
ゆ
ら
れ
て
　

ど
ん
な
気
分

　
　
　
 

　
　
　
 

拳
ノ
川
小
学
校
５
年
　
松
本
　
　
開

ど
ん
ぐ
り
を
　

ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
 

　
　
　
 

伊
与
喜
小
学
校
４
年
　
西
　
　
美
登

秋
の
空
　

青
く
き
れ
い
に
　

す
み
わ
た
れ

　
　
　
 

　
　
　
 

　
三
浦
小
学
校
４
年
　
金
子
竜
之
　

ひ
が
ん
花
　

真
っ
赤
に
さ
い
て
　

火
の
形

　
　
　
 

　
　
　
 

　
三
浦
小
学
校
４
年
　
吉
尾
　
太
成

秋
に
な
り
　

み
ん
な
の
き
ず
な
　

深
ま
る
よ

　
　
　
 

　
　
　
 

拳
ノ
川
小
学
校
４
年
　
大
谷
　
琴
湖

で
っ
か
い
い
も
　

力
い
っ
ぱ
い
　

ぬ
い
た
ん
だ

　
　
　
 

　
　
　
 

南
郷
小
学
校
２
年
　
市
川
ゆ
う
げ
ん

特 選
　
う
た
の
道
つ
く
り
の
会
（
小
野

義
廣
会
長
）
の
第
３
回
小
学
生
俳

句
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
子
ど
も
た
ち
に
俳
句
づ
く
り
の

楽
し
さ
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
今

年
で
３
回
目
と
な
っ
た
俳
句
大
会

に
は
、
町
内
の
小
学
校
７
校
（
田

ノ
口
小
学
校
・
三
浦
小
学
校
・
入

野
小
学
校
・
南
郷
小
学
校
・
伊
田

小
学
校
・
伊
与
喜
小
学
校
・
拳
ノ

川
小
学
校
）
１
７
３
人
の
児
童
か

ら
計
３
８
５

句
の
応
募
が

あ
り
、１１
月
２２

日
に
は
土
佐

西
南
大
規
模

公
園
（
大
方

地
区
）
で
入

賞
者
へ
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
全
員
の
俳
句
は
、
公

園
内
の
『
う
た
の
柱
』
に
順
番
に

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
小
学
生
】

男
子
８０
㍍
障
害
５
・
６
年
生

１
位
〔
１４
秒
１７
〕

　
敷
地
　
　
将
（
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

男
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
ベ
ス
ト

１
位
〔
５８
秒
３２
〕

　
入
野
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ａ

　（
澳
本
・
武
田
・
宮
地
勇
・
宮
地
真
）

男
子
ボ
ー
ル
投
げ
５
年

１
位
〔
５０
㍍
２１
〕

　
澳
本
　
幸
大
（
入
野
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

女
子
１
０
０
０
㍍
ベ
ス
ト

１
位
〔
３
分
２２
秒
６１
〕

　
酒
井
　
愛
莉
（
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

【
一
　
般
】

男
子
走
り
高
跳
び

１
位
〔
１
㍍
８０
〕

　
弘
瀬
　
将
利
（
大
方
中
）

女
子
１
０
０
㍍

１
位
〔
１３
秒
８１
〕

　
松
井
　
芽
生
（
中
村
高
）

女
子
１
０
０
㍍
障
害

１
位
〔
１７
秒
９０
〕

　
松
本
　
万
智
（
大
方
中
）

女
子
走
り
幅
跳
び

１
位
〔
４
㍍
８１
〕

　
松
井
　
芽
生
（
中
村
高
）

室内で手軽にできる「チャンス
ボール」競技をしました。得点ゾ
ーンを狙いスティック（ゴルフク
ラブのようなもの）を使ってボ
ールを転がします。

1分間のうちの跳んだ回数を競
う「１分間縄とび」では、最高
ジャンプ数は180回でした。

決められた時間内に空き缶を積
み上げて高さを競う「空き缶つ
み」。崩れないように慎重に！

100食（人）限定でうどんの早食
い競争もありました。お昼の時
間、いっぱい遊んだあとは食が
進みます！！

同日開催された「第1回わなげ
大会」です。3～5人で1組の団
体競技。点数が付いた杭を狙っ
て、9つの輪を仲間と交代で投
げ、大量得点を狙います。

ちょっとユニークな競技「うめ
ぼしの種とばし」。口に含んだ
うめぼしの種を遠くまでふっ飛
ばします。
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと
土
木
の
日
に
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

高
知
黒
潮
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
存
じ
で
す
か

　
１１
月
１８
日
の
「
土
木
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
、
町
内
建
設
事
業
所
で

組
織
さ
れ
て
い
る
黒
潮
町
建
設
協

会
の
み
な
さ
ん
が
町
道
周
辺
や
公

園
（
町
道
湊
川
線
・
厳
島
親
水
公

園
な
ど
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町

の
環
境
美
化
に
貢
献
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
に
は
ロ
ー
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
８
月
１０
日
「
道

の
日
」
や
そ
の
ほ
か
定
期
的
に
国

道
や
町
道
の
ゴ
ミ
・
空
き
缶
拾
い

や
植
栽
な
ど
の
美
化
活
動
に
努
め

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
建
設
事
業
所

や
活
動
団
体
、
個
人
の
方
々
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
通
る
道
、
住
む
ま

ち
の
景
観
を
、
こ
れ
か
ら
も
、
み

ん
な
で
守
り
続
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
平
成
２０
年
６
月
に
、
黒
潮
町
に

設
置
さ
れ
た
「
高
知
黒
潮
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
福
生
市
）
が
厚
生
労
働

省
か
ら
委
託
を
受
け
て
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
同
事
業
と
し
て
黒

潮
若
者
自
立
塾
（
馬
荷
地
区
）
を

開
設
し
連
携
し
て
就
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
務

局
に
は
、
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
、
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ

た
方
法
で
、
面
接
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
適
職
診
断
や
パ
ソ
コ
ン
操

作
の
練
習
な
ど
仕
事
に
つ
く
た
め

の
必
要
な
準
備
を
い
っ
し
ょ
に
行

っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
間
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
お
菓
子
や
雑
貨

づ
く
り
な
ど
も
企
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
現
在
、
幡
多
地
区
の
登
録
者
数

は
１７
人
、
事
務
局
を
黒
潮
町
内
に

お
き
、
定
期
的
に
県
内
４
カ
所
（
須

崎
・
大
豊
・
田
野
・
安
芸
）
の
サ

テ
ラ
イ
ト
で
出
張
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
「
無
業
・
失
業
状
態
か
ら
一
歩

踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
。
現
在
の
社
会

状
況
や
若
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
就
業
へ
の
道
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
働
こ
う
！

と
し
た
時
に
そ
の
準
備
が
で
き
て

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
働
け
な
い
、

働
か
な
い
、
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
し
ょ
う
が
、
い
ず
れ
は
自
立
、

自
活
し
た
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
る
方
、
お
家
の
方
、サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
来
訪
で
さ

え
も
た
め
ら
っ
て
い
る
方
が
い
れ

ば
、
一
度
お
電
話
で
相
談
を
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
、
事

務
局
の
山
本
さ
ん
か
ら
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

高
知
黒
潮
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン（
事
務
局
）

　（
月
・
火
・
祝
日
休
み
）

蕁
４
３
―
２
３
２
０

　kuroshio-yss@
navy.plala.or.jp

　http://kuroshio

－yss.blush.jp

仕事につくために、人によって技術的なことや
心の面でも準備するものが違います。サポート
ステーションをハローワークの一歩手前の段階、
就職への通り道として気軽に利用してほしいで
す。希望があれば家庭訪問も行っています。

国土交通省「半島地域づくり会議ｉｎ幡多」が開催されます！ 参加者募集中！国土交通省「半島地域づくり会議ｉｎ幡多」が開催されます！ 参加者募集中！
　幡多地域（3市2町1村）を舞台に開催される「半島地域づくり会議 in 幡多」は、全国23の半
島地域で地域活性化に取り組む人々が集まり、幡多の海、山、里を題材として、地域づくりの
あり方を楽しく学びあい、語りあう場です。幡多地域の皆さんで盛り上げてください。

●1月31日（土）現地体験を通じて地域づくりを考える『フィールドワーク』
幡多地域内3地区でフィールドワークを実施します。参加には事前の申込が必要です。

●2月1日（日）幡多地域の魅力を語り尽くす『全体会議（徹底討論）』午前10時開演
　場所／ふるさと総合センター　

『幡多らしさ・半島らしさを表現する～柔軟でしなやかなネットワークをめざして～』と題した徹
底討論を行います。「苺氷り本舗㈱」の野村満久さんや「四万十ドラゴンラン」を運営する宮崎聖
さんをはじめ、幡多地域の元気づくり、魅力づくりに取り組む方々が多数登場します。

※2月1日は『ファーマーズ・マーケット in 幡多』を同時開催（午前10時～午後2時）
　幡多地域初の『ファーマーズ・マーケット in 幡多』が開催されます。幡多地域で安全・安心

なホンモノの食づくりをめざしている農家や個人、団体が多数出店する予定です。食べ物だ
けでなく、工芸品などの特産品、展示など、幡多の元気、魅力がいっぱいです。ぜひお気軽
にご来場ください。

詳しくは、半島地域の情報発信ホームページ「半島を行く」ｈｔｔｐ:ｈａｎｔｏ.ｊｐをご覧ください。申込用紙等がダウンロードでき
ます。お問い合わせは「半島地域づくり会議ｉｎ幡多」運営事務局［（財）日本システム開発研究所：０３－５３７９－５９３２］まで。


